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１.研究概要 

  私たちはＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）コンソーシアム「希少糖

をとおしてみる最新のバイオの世界」に参加し、自然界に微量にしか存在しない

希少糖を使って実験を行った。 

まず、希少糖とその他の糖の性質を比較するため、糖の還元性を調べ、さらに、

それらの糖をカイワレ大根の種に与えたとき、発芽・成長に影響を及ぼすかどう

かを研究した。 

 

２．研究内容 

①糖の性質として、糖の還元性の有無をフェーリング反応で調べる。 

②かいわれ大根に希少糖を与え育成する。 

・種を純水に浸水させ、その後、定期的に糖を与えながら育てる。 

・種を希少糖に浸水させ、後は純水を与えながら育てる。 

・純水に浸水させた種と希少糖に浸水させた種を同時に育てる。 

 

３．結果・考察 

単糖は、希少糖を含めすべ

て還元性を示すと考えてい

たが、キシリトールはフェー

リング反応を示さなかった。

二糖と多糖は予想どおり反

応を示さなかった。 

かいわれ大根の発芽・成長

には、与える糖によって明ら

かな違いがみられた。特にマンノースは発芽した個体数が少なく、発芽してもそ

こからはあまり成長はしなかった。対照実験として行った水のみの場合と比較し

てみると、糖を与えた種には成長が促進されているものはなく、発芽・成長を非

常に抑制する糖と、あまり抑制しない糖とに分かれた。以上の結果から、マンノ

ースには発芽や成長を阻害するはたらき

が強いことがわかった。 

マンノースは植物が合成するグルコー

スと構造が非常によく似ているため、発芽

段階でグルコースに対してはたらくべき

酵素がマンノースと反応し、競争阻害が起

こったのではないかと考えられる。 
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   ×  ○  ○  ○  ○  ×  ×  ×  × 

【フェーリング反応を示した○、示さなかった×】 

単糖 二糖 多糖

グルコース フラクトース スクロース キシリトール デンプン

水 マンノース プシコース トレハロース スターチ
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